
平成 28年 12月吉日 

「周辺環境との調和をコンセプトとしたＬＮＧ工場と、 

半田の歴史的建造物の活用方法を学ぶ」見学会 

 

拝啓、時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

 この度、協力会員の東邦ガス株式会社 三河支社様のご協力の元、周辺環境と調和した景観づくりに配

慮したＬＮＧ工場見学と、半田市内の歴史的建造物を活用したまちづくりを学ぶバスツアーを計画いたし

ました。また、旅の終わりには、東岡崎近辺で交流会を企画しています。ぜひご参加ください。 

敬具 

 

日時    ：平成２９年２月１日（水曜日） 

募集人員  ：２０名（先着順） 

  集合場所  ：東邦ガス株式会社 三河支社 【岡崎市久後崎町字本郷 53番地】 

           （公共交通機関でお越しください） 

    参加費   ：会員 1000円 一般・協力会員 2000円 ※昼食代・入館料含 

    交流会参加費：会員 2000円 一般・協力会員 4000円 ※場所未定 

    申し込み方法：下記必要事項を記入の上、メール又は FAXにてお申込みください。 

           メール kenchikushi.okazaki@gmail.com 

                      FAX   0564-73-3174（落合建築デザイン商店） 

申し込み先 ：（公社）愛知建築士会岡崎支部 青年委員会（担当）落合義紀 

問合せ先  ：メールまたは、0564-73-7878（落合建築デザイン商店） 

    締め切り  ：平成 29年 1月 13日（金曜日） 

    主催    ：（公社）愛知建築士会 岡崎支部  

協力 東邦ガス株式会社 三河支社 

    行程   ： 8時 50分 集合 

            9時 00分 出発 

           10時 00分 【知多緑浜工場 LNGタンク】見学 

           12時 10分 【旧中埜半六邸】食事及び見学 

おとうふ湯葉いしかわ 半六邸店 

     おとうふ湯葉湯豆腐御膳（ドリンク付） 

     13時 30分 【MIM ミツカンミュージアム】見学 

                  90分のガイドツア－ 

           15時 00分 街並み散策（自由行動） 

【酒の文化館】【半田赤レンガ建物】など 

           17時 00分 出発 

           18時 30分 東邦ガス株式会社 三河支社 到着 

           19時 00分 交流会 
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見学先内容 

【知多緑浜工場 LNGタンク】 

知多緑浜工場に 3基目となる地下式 LNGタンクが平成 28年 8月に完成しました。貯蔵容量 22 万 kl

は東邦ガス最大規模であり、タンク建設により計画的にガス生産設備を整備しつつ、都市ガスの安定

供給と原料調達の多様化に資する基地運用の柔軟性向上に努めていきます。 

【旧中埜半六邸】おとうふ湯葉いしかわ 

中埜半六家は、江戸後期から明治初期にかけて、海運業や醸造業で富を築いた、代々の半田の富豪

で、江戸時代から明治初期に建てたとされます。２階建ての母家と離れ、蔵、庭が残る。 

【MIMミツカンミュージアム】 

MIMは、古くから続く運河沿いの黒塀の景観とともに、ミツカンの酢づくりの歴史や、醸造の技術、

ものづくりへのこだわり、食文化の魅力などを、伝統・革新・環境を大切に考え、次世代へ伝えてゆ

く施設です。半田運河周辺の本社地区再整備プロジェクト（2011年〜）の一環として建設、外装には

機能面からアルミを用いつつも，この地域で古くから見られる黒塀の意匠を受け継ぐことで，半田市

の景観を継承する。街並みを考える上で参考になりそうです。 

【半田赤レンガ建物】 

半田赤レンガ建物は明治 31 年にカブトビールの製造工場として建築。設計者は、横浜赤レンガ倉

庫や日本橋なども設計した明治建築界の三巨匠の一人、妻木頼黄で、中空構造をもつ複壁や多重アー

チ床などが特徴です。国の登録有形文化財に登録されています。歴史的建造物の活用方法を学べます。 

【酒の文化館】 

國盛 酒の文化館は、1985年、中埜酒造（株）が新工場を完成、稼働したのを機に創設したお酒の

博物館です。日本固有の文化である「日本酒」の知識と理解を深めていただくと共に、省力化、機械

化が進められる酒造りで使われなくなった道具、伝統的な先人たちの技などの貴重な文化遺産の伝承

を目的に開設しました。重厚な黒塗りの壁、格子の填った白い漆喰窓をもつ建物は、1972年まで約 200

年にわたって実際に酒造りが行われた酒蔵をそのまま生かしたもので、この建物自体が東海地方の酒

造史の語り部です。 

  
 

参加申込書 

メール kenchikushi.okazaki@gmail.com FAX 0564-73-3174 

名前  

会員 □会員 □協力会員 □その他 

当日連絡先  

メール 又は FAX  

交流会参加 □する □しない 

     番で受付しました。 
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